
名
誉
会
長　

宮
﨑
樹
夫
（
令
和
３
年
８
月
～
令
和
４
年
３
月
）

　
　
　
　
　

村
松
浩
幸
（
令
和
４
年
４
月
～
）

顧　
　

問　

佐
野
昌
男　

中
田
宣
彦　

三
寺
勝
美

　
　
　
　
　

玉
川
隆
雄　

町
田　

修　

深
澤
弘
二

　
　
　
　
　

中
澤　

寛　

土
屋
聖
史　

宮
本
伸
一

　
　
　
　
　

小
林　

亨

会　
　

長　

吉
澤
修
一

副
会
長　

谷
口
陽
治　

小
笠
原
重
光　

宮
川
史
枝

監　
　

事　

原
田
良
介　

山
岸
千
賀
子

本
部
理
事　

中
山
久
貴　

西
澤
佳
代　

畔
上
一
康

　
　
　
　
　

齊
藤
忠
彦　

小
林
比
出
代　

茅
野
公
穂

　
　
　
　
　

茅
野
理
恵　

酒
井
英
樹　

伊
藤
冬
樹

　
　
　
　
　

瀧　

直
也　

森
下　

孟

地
区
理
事　

下
伊
那　

牧
内
優
幸　
　

上
伊
那　

有
賀
泰
司

　
　
　
　
　

諏　

訪　

宮
坂　

均　
　

木　

曽　

池
田
信
三

　
　
　
　
　

北
安
曇　

中
原　

敏　
　

安
曇
野　

麻
田
記
良

　
　
　
　
　

松　

本　

山
口
昇
一　
　

佐　

久　

関　

武
登

　
　
　
　
　

上　

小　

山
邉
久
史　
　

更　

埴　

蟹
澤
友
司

　
　
　
　
　

上
水
内　

池
上
昭
子

　
　
　
　
　

須
坂
上
高
井　

新
井
孝
之

　
　
　
　
　

中
野
下
高
井　

黒
岩
徳
治

　
　
　
　
　

飯
山
下
水
内　

吉
澤　

秀

　
　
　
　
　

塩　

筑　

臼
井
伸
明

　
　
　
　
　

長　

野　

篠
原
謙
治　

加
藤
善
彦

　
　
　
　
　

高　

校　

富
岡　

修

　
　
　
　
　

県　

外　

井
出
良
子　

功
刀
道
子

幹　
　

事　

和
田　

裕

　
　
　
　
　

小
池　

勲
（
令
和
３
年
８
月
～
令
和
４
年
３
月
）

　
　
　
　
　

渋
谷
孝
信
（
令
和
４
年
４
月
～
）　

宮
尾
弘
子

　
　
　
　
　

岩
田　

靖　

桂
本
久
美
子　

安
達
仁
美

事
務
局　

中
村
直
人　

新
谷
静
香

の
様
子
をZoom

で
配
信
し
、
実
習
生
は
自
宅
や
大
学
か
ら

オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
を
行
う
取
り
組
み
も
な
さ
れ
ま
し
た
。
と

も
に
、
こ
の
よ
う
な
状
況
下
で
も
「
学
び
を
止
め
な
い
」
強

い
思
い
が
伝
わ
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

だ
か
ら
こ
そ
、
私
た
ち
同
窓
会
も
本
会
の
活
動
を
活
性
化

さ
せ
て
母
校
の
取
り
組
み
を
支
援
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え

ま
す
。
な
か
な
か
集
う
こ
と
が
ま
ま
な
ら
な
い
か
ら
こ
そ
、

会
報
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
様
々
な
媒
体
を
通
し
て
情
報
発

信
、
情
報
共
有
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
研
究
助
成
や
各
種

学
部
助
成
で
、
会
員
や
学
生
の
活
動
を
支
援
し
て
ま
い
り
ま

す
。
そ
の
た
め
に
も
、
組
織
の
充
実
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
長

期
的
な
展
望
を
持
ち
、
今
で
き
る
活
動
の
あ
り
方
を
考
え
、

会
員
に
と
っ
て
魅
力
的
な
同
窓
会
を
模
索
し
て
ま
い
り
ま

す
。

　

い
つ
の
日
か
必
ず
当
た
り
前
の
日
常
が
戻
っ
て
く
る
は
ず

で
す
。
そ
の
と
き
に
ゼ
ロ
か
ら
の
ス
タ
ー
ト
に
し
な
い
た
め

に
も
、
学
生
の
皆
さ
ん
も
私
た
ち
自
身
も
歩
み
続
け
る
こ
と

が
不
可
欠
だ
と
思
う
の
で
す
。
同
窓
会
は
学
び
を
止
め
な
い

応
援
団
を
め
ざ
し
て
ま
い
り
ま
し
ょ
う
。
会
員
の
皆
様
の
ご

理
解
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

第
17
期
小
林
亨
同
窓
会
長
の
後
を
受
け
、
第
18
期
同
窓
会

長
を
務
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
非
力
で
は
ご
ざ
い
ま
す

が
、
会
員
の
皆
様
の
お
力
添
え
を
賜
り
ま
し
て
、
本
同
窓
会

の
さ
ら
な
る
発
展
の
た
め
に
精
一
杯
務
め
て
ま
い
り
た
い
と

思
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

さ
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
私
た
ち
の
生
活

を
一
変
さ
せ
て
、
早
2
年
以
上
が
経
過
し
ま
し
た
。
依
然
と

し
て
そ
の
終
息
の
見
通
し
が
立
ち
ま
せ
ん
。
追
い
打
ち
を
か

け
る
よ
う
に
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
情
勢
も
国
際
社
会
に
暗
い
影

を
落
と
し
て
い
ま
す
。
と
も
に
、
一
日
で
も
早
く
解
決
し
、

当
た
り
前
の
日
常
が
戻
っ
て
く
る
こ
と
を
願
わ
ず
に
は
い
ら

れ
ま
せ
ん
。

　

こ
の
よ
う
な
厳
し
い
社
会
情
勢
で
す
が
、
私
た
ち
は
嘆
い

て
ば
か
り
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
。
立
ち
は
だ
か
る
課
題
を
解
決

し
、
未
来
へ
の
希
望
の
も
て
る
社
会
を
築
く
た
め
に
、
前
に

進
ま
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
信
州
大
学
教
育
学
部
の
授
業
の
中

に
は
、「
ハ
イ
フ
レ
ッ
ク
ス
型
授
業
」
と
し
て
、
対
面
の
授

業
と
テ
レ
ビ
会
議
に
よ
る
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
を
並
行
し
て
実

施
す
る
取
り
組
み
も
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、「
オ
ン

ラ
イ
ン
教
育
実
習
」
と
し
て
、
学
校
か
ら
児
童
生
徒
や
授
業

　
第
18
期
同
窓
会
役
員
名
簿

（
令
和
３
年
８
月
～
令
和
５
年
８
月
）

信州大学教育学部同窓会報
【第 36 号】

発行人　吉　澤　修　一
事務局　長野市西長野6ノロ
　　　　信州大学教育学部内
TEL・FAX（026）238-4370

学
び
を
止
め
な
い
応
援
団
と
し
て
の

　
　
同
窓
会
を
め
ざ
し
て同

窓
会
長　
　

吉 

澤
　
修 
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ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
が
取
れ
た
職
場
環
境
実
現

　

W
ell-being

を
目
指
す
上
で
、
家
庭
生
活
と
仕
事
の
調

和
も
不
可
欠
で
す
。
い
わ
ゆ
る
働
き
方
改
革
を
さ
ら
に
進
め

ま
す
。
各
業
務
や
会
議
の
効
率
化
や
、
新
設
の
Ｄ
Ｘ
委
員
会

で
の
Ｄ
Ｘ
化
推
進
な
ど
、
家
庭
生
活
と
仕
事
が
調
和
で
き
る

よ
う
な
対
応
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

学
生
ら
の
教
育
に
対
す
る
自
主
企
画
応
援
開
始

　

本
年
度
か
ら
、
学
生
・
院
生
ら
の
自
発
的
な
取
り
組
み
を

促
し
、
活
性
化
さ
せ
る
た
め
に
、
学
生
・
院
生
ら
の
教
育
に

つ
い
て
の
自
主
的
な
企
画
や
事
業
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
対

し
、
予
算
的
な
支
援
を
す
る
。「Educational Challenge

」

と
い
う
事
業
を
開
始
し
ま
し
た
。
学
生
ら
の
自
由
な
発
想
と

行
動
力
で
、
私
た
ち
が
考
え
て
い
な
か
っ
た
取
り
組
み
や
企

画
を
形
に
す
る
後
押
し
が
で
き
た
ら
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

本
年
度
は
ま
だ
試
行
段
階
で
す
が
、
軌
道
に
乗
り
ま
し
た
ら

同
窓
会
の
皆
様
に
も
是
非
応
援
い
た
だ
け
た
ら
と
考
え
て
お

り
ま
す
。
そ
の
折
り
に
は
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

以
上
、
本
学
部
、
そ
し
て
教
職
が
再
び
魅
力
あ
る
輝
き
を

取
り
戻
せ
る
よ
う
に
、
様
々
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
の
で
、
こ
れ
ま
で
以
上
の
ご
協
力
と
ご
支
援
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

　

本
年
度
よ
り
学
部
長
を
拝
命
し

ま
し
た
。
同
窓
会
の
皆
様
に
は
、

日
頃
よ
り
本
学
部
の
運
営
と
学
生

の
勉
学
に
対
し
て
様
々
な
ご
支
援

を
い
た
だ
き
深
く
感
謝
い
た
し
ま

す
。
本
年
度
も
学
部
入
学
生
２
５
３
名
、
大
学
院
生
30
名
を

迎
え
、
新
年
度
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
は
ま
だ
続
き
ま
す
が
、
皆
様

の
力
を
お
借
り
し
な
が
ら
進
め
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。

　

学
部
運
営
と
し
て
、「
教
職
員
・
学
生
、
児
童
・
生
徒
ら

のW
ell-being

実
現
」
を
目
標
に
し
て
い
ま
す
。W

ell-
being

は
各
所
で
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、「
幸
福
」「
健
康
」。

す
な
わ
ち
、
本
学
部
を
構
成
す
る
皆
さ
ん
、
さ
ら
に
は
本
同

窓
会
を
は
じ
め
、
本
学
部
に
関
わ
る
多
く
の
皆
様
が
「
幸

福
」
を
感
じ
、「
健
康
」
に
様
々
取
り
組
ん
で
い
た
だ
け
る

運
営
を
進
め
て
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

選
ば
れ
る
学
部
・
大
学
院
に

　

W
ell-being

を
目
指
す
上
で
欠
か
せ
な
い
の
が
、
こ
の

点
で
す
。
現
在
、
本
学
部
を
問
わ
ず
、
全
国
的
に
教
員
養
成

学
部
の
倍
率
は
低
下
し
て
い
ま
す
。
魅
力
あ
る
教
育
学
部
に

す
る
た
め
に
、
積
極
的
に
情
報
発
信
を
す
る
な
ど
、
広
報
の

工
夫
・
改
革
。
さ
ら
に
秋
口
に
開
始
予
定
の
、
高
校
生
の
単

位
先
取
り
履
修
の
活
用
な
ど
積
極
的
に
進
め
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
学
生
ら
の
教
育
に
関
す
る
自
主
的
な
取
り
組
み
の
予

算
支
援
を
す
る
新
企
画
「Educational Challenge

」
を
立

ち
上
げ
、
学
生
ら
の
自
主
性
を
伸
ば
し
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
促

そ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。
受
験
生
が
本
学
部
に
来
た
い
と

思
っ
て
も
ら
え
る
取
り
組
み
を
進
め
ま
す
。

教
職
員・学
生
、
児
童・生
徒
ら
の

w
ell-being

を
目
指
す

教
育
学
部
長　

村 

松
　
浩 

幸

学
部
の
新
転
任
・
転
退
職
教
員
の
紹
介

【
令
和
3
年
～
4
年
度
新
転
任
教
員
】

北
澤　

嘉
孝　

先
生（
教
職
大
学
院
） 

令
和
4
年
4
月
1
日

松
島　

恒
熙　

先
生（
社
会
科
学
教
育
） 

令
和
4
年
4
月
1
日

大
畑　

健
二　

先
生（
教
職
大
学
院
） 

令
和
4
年
4
月
1
日

【
令
和
3
年
度
転
退
職
教
員
】

駒
村　
　

哲　

先
生
（
社
会
科
学
教
育
）

　
　
　
　

平
成
7
年
4
月
1
日　

着
任
、
定
年
退
職

木
村　

容
子　

先
生
（
社
会
科
学
教
育
）

　
　
　
　

平
成
30
年
11
月
1
日　

着
任
、
退
職

宮
島　
　

新　

先
生
（
教
職
大
学
院
）

　
　
　
　

平
成
30
年
4
月
1
日　

着
任
、
退
職

 

（
長
野
県
教
育
委
員
会
と
の
人
事
交
流
）

永
松　

裕
希　

先
生
（
特
別
支
援
教
育
）

　
　
　
　

平
成
12
年
4
月
1
日　

教
育
学
部
着
任

　
　
　
　

令
和
3
年
9
月
30
日　

教
育
学
部
退
職

　
　
　
　

令
和
3
年
10
月
1
日　

信
州
大
学
理
事
着
任

学生への案内ポスター
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刺
激
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
よ
う
で
す
。
2
度
目
の
五
輪
出

場
と
な
っ
た
一
戸
君
は
、
3
種
目
に
出
場
し
、
見
事
8
位
に

入
賞
を
果
た
し
ま
し
た
。
4
度
目
の
出
場
で
５
０
０
ｍ
の
連

覇
を
狙
っ
た
小
平
さ
ん
は
、
直
前
の
怪
我
で
成
績
は
不
本
意

な
も
の
と
な
り
ま
し
た
が
、「
成
し
遂
げ
る
こ
と
は
で
き
ず

と
も
、
や
り
遂
げ
る
こ
と
は
で
き
た
」
と
前
を
向
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
の
同
窓
会
の
皆
様
の
ご
声
援
に
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

２
０
２
２
年
2
月
に
北
京
で
開
催
さ
れ
た
冬
季
五
輪
に
本

学
部
の
卒
業
生
3
名
が
日
本
代
表
と
し
て
出
場
し
ま
し
た
。

写
真
は
、
公
式
ス
ー
ツ
に
身
を
包
み
、
降
機
し
た
北
京
空
港

で
撮
影
し
た
も
の
で
、
右
か
ら
順
に
、
小
島
良
太
君
（
２
０

１
７
年
入
学
、
現
（
株
）
エ
ム
ウ
ェ
ー
ブ
所
属
）、
小
平
奈

緒
さ
ん
（
２
０
０
５
年
入
学
、
相
澤
病
院
所
属
）、
一
戸
誠

太
郎
君
（
２
０
１
４
年
入
学
、
Ａ
Ｎ
Ａ
所
属
）
で
す
。

　

今
回
の
五
輪
に
出
場
す
る
た
め
に
は
、
２
０
２
１
年
11
月

と
12
月
に
行
わ
れ
た
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
1
～
4
戦
の
総
合
ポ

イ
ン
ト
で
ま
ず
日
本
の
国
別
の
出
場
枠
を
獲
得
し
、
さ
ら
に

年
末
の
代
表
選
考
会
で
そ
の
日
本
の
代
表
枠
に
入
ら
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
で
の
世
界
一
周
を
余
儀

な
く
さ
れ
、
感
染
す
れ
ば
日
本
の
出
場
枠
の
確
保
に
大
き
く

影
響
す
る
た
め
、
国
を
ま
た
ぐ
移
動
ご
と
に
繰
り
返
さ
れ
る

Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
は
大
き
な
ス
ト
レ
ス
と
な
り
ま
し
た
。
結
局
、

日
本
が
獲
得
で
き
た
出
場
枠
は
男
性
7
名
・
女
性
8
名
の
合

計
15
名
と
、
前
回
五
輪
の
20
名
よ
り
5
名
減
り
、
加
え
て
、

ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
帰
国
か
ら
選
考
会
ま
で
の
2
週
間
も
自
宅

に
は
戻
れ
ず
ホ
テ
ル
隔
離
と
な
り
、
代
表
入
り
を
果
た
す
に

は
多
く
の
困
難
を
克
服
す
る
精
神
力
が
必
要
で
し
た
。

　

そ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
ス
ピ
ー
ド
ス
ケ
ー
ト
日
本
代
表

の
1
／
5
と
な
る
3
名
を
信
州
大
学
教
育
学
部
の
卒
業
生
か

ら
輩
出
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
今
回
の
五
輪
で
は
目
標

に
し
て
い
た
メ
ダ
ル
獲
得
に
は
届
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
そ

の
過
程
で
、
そ
れ
ぞ
れ
が
精
一
杯
ベ
ス
ト
を
尽
く
せ
た
と

思
っ
て
い
ま
す
。
小
島
君
は
、
大
学
卒
業
の
翌
年
に
五
輪
の

夢
の
舞
台
を
経
験
す
る
こ
と
が
で
き
、
次
に
向
け
て
大
き
な

令和2年度信州大学教育学部同窓会一般会計歳入歳出決算書
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　歳入合計額　4,570,823円也
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　歳出合計額　4,325,081円也
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　差 引 残 額　　245,742円也　翌年度へ繰越
〈歳入の部〉

項　　目 予 算 額 決 算 額 増・△減 備　　　考
1前年度繰越金 290,811 290,811 0
2会　　　　費 4,400,000 3,980,000 △420,000 199名入金
3雑　 収 　入 500 300,012 299,512 利子・運営積立金より30万円補填

歳 入 合 計 4,691,311 4,570,823 △120,488

〈歳出の部〉
項　　目 予 算 額 決 算 額 増・△減 備　　　考

1会　 議 　費 370,000 82,172 287,828 総会・役員会等
2事　 業 　費 1,210,000 1,153,684 56,316 会報・学部後援等
3事　 務 　費 1,360,000 1,353,902 6,098 会報発送・印刷等
4事 務 委 託 費 1,586,000 1,562,000 24,000 雇用費等
5雑　　　　費 100,000 73,323 26,677 連合会会費等
6予　 備 　費 65,311 100,000 △34,689

歳 出 合 計 4,691,311 4,325,081 366,230

自　平成2年4月1日
至　令和3年3月31日

２
０
２
２
北
京
五
輪
報
告

ス
ポ
ー
ツ
科
学
教
育
グ
ル
ー
プ　
　

結 

城
　
匡 

啓
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令
和
3
年
10
月
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
し
た
教
育
学

部
図
書
館
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
対

策
に
よ
り
一
部
サ
ー
ビ
ス
を
制
限
し
た
開
館
と
し
て
い
ま
す

が
、
多
く
の
方
に
ご
利
用
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

新
し
く
な
っ
た
図
書
館
は
、
学
習
ス
ペ
ー
ス
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環

境
、
ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
ー
ニ
ン
グ
環
境
の
改
善
を
図
り
、
学

習
・
研
究
に
よ
り
使
い
や
す
い
ス
ペ
ー
ス
と
な
り
ま
し
た
。

館
内
ど
こ
か
ら
で
も
Ｗ
ｉ
Ｆ
ｉ
（
Ａ
Ｃ
Ｓ
Ｕ
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
）
に
接
続
で
き
、
貸
出
用
ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン
、
ｉ
Ｐ
ａ

ｄ
、
デ
ジ
タ
ル
教
科
書
、
電
子
黒
板
等
も
利
用
で
き
ま
す
。

　

ゲ
ー
ト
を
入
る
と
新
着
本
、
企
画
展
示
コ
ー
ナ
ー
、
就
職

コ
ー
ナ
ー
が
あ
り
ま
す
。（
写
真
1
）

　

閲
覧
室
の
壁
際
に
は
静
か
に
学
習
で
き
る
ス
ペ
ー
ス
が
で

き
ま
し
た
。
各
机
に
Ｕ
Ｓ
Ｂ
付
コ
ン
セ
ン
ト
が
設
置
さ
れ
て

い
ま
す
。（
写
真
2
）

　

2
階
の
協
働
学
習
ス
ペ
ー
ス
で
は
、
図
書
館
資
料
を
利
用

し
な
が
ら
の
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
が
で
き
ま
す
。（
写
真
3
）

　

館
内
の
段
差
に
緩
や
か
な
ス
ロ
ー
プ
を
新
設
し
、
雑
誌
架

や
検
索
用
端
末
等
も
入
れ
替
え
ま
し
た
。（
写
真
4
、
5
、

6
）

　

学
習
・
就
職
等
の
多
様
な
支
援
が
で
き
る
支
援
室
を
新
設

し
ま
し
た
。
防
音
仕
様
で
、
発
声
を
伴
う
語
学
学
習
や
Ｗ
ｅ

ｂ
会
議
参
加
等
に
も
利
用
で
き
ま
す
。（
写
真
7
）

　

教
育
学
部
キ
ャ
ン
パ
ス
内
で
一
番
大
き
な
講
義
室
も
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
し
ま
し
た
。
大
型
モ
ニ
タ
ー
を
設
置
し
後
方
か

ら
で
も
見
や
す
い
環
境
と
な
り
ま
し
た
。（
写
真
8
）

　

な
お
、
改
修
に
あ
た
り
教
育
学
部
同
窓
会
か
ら
の
寄
付
を

有
効
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

新
し
い
教
育
学
部
図
書
館
に

関
す
る
ご
紹
介

教
育
学
部
図
書
館　

水 

津
　
幸 

江

1

2

3

4

6

5

7 ８

信州大学教育学部同窓会報 第36号令和4年7月8日 �4



育
や
研
究
活
動
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。
一
方
、
管
理
棟
一

階
に
は
、
授
業
等
の
準
備
を
行
う
管
理
室
、
大
容
量
の
器
具

庫
、
更
衣
室
や
ト
イ
レ
を
配
し
、
さ
ら
に
は
、
多
目
的
ト
イ

レ
の
整
備
や
ス
ロ
ー
プ
等
の
段
差
解
消
と
い
っ
た
バ
リ
ア
フ

リ
ー
化
も
行
い
ま
し
た
。
二
階
に
は
、
ネ
ッ
ト
環
境
や
空
調

設
備
を
有
し
た
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
を
整
備
、
最
新
の
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
や
指
導
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

教
育
学
部
に
お
け
る
長
年
の
冀
望

─
第
一
体
育
館
の
新

設
が
叶
い
ま
し
た
。
本
事
業
に
よ
っ
て
誕
生
し
た
こ
の
恵
ま

れ
た
施
設
が
、
こ
れ
か
ら
の
長
き
に
わ
た
り
、
豊
か
で
充
実

し
た
教
育
及
び
教
員
養
成
の
場
と
し
て
大
い
に
活
用
さ
れ
ま

す
よ
う
願
っ
て
已
み
ま
せ
ん
。

　

一
九
六
五
（
昭
和
四
〇
）
年
に
建
設
さ
れ
た
第
一
体
育
館

の
老
朽
化
に
伴
い
、
教
育
及
び
研
究
環
境
の
改
善
と
既
存
体

育
施
設
の
集
約
化
が
模
索
さ
れ
た
結
果
、
二
〇
二
二
（
令
和

四
）
年
三
月
二
五
日
に
新
し
い
第
一
体
育
館
が
完
成
致
し
ま

し
た
。
当
該
委
員
会
の
主
軸
と
な
っ
て
ご
尽
力
く
だ
さ
っ
た

教
育
学
部
管
理
係
の
安
室
大
氏
か
ら
戴
き
ま
し
た
デ
ー
タ
と

写
真
を
も
と
に
、
新
第
一
体
育
館
に
関
す
る
詳
細
を
ご
紹
介

致
し
ま
す
。

　

本
館
は
、
Ｒ
Ｓ
造
（
＝
Ｒ
Ｃ
造
（
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト

造
）
と
Ｓ
造
（
鉄
骨
造
）
の
混
構
造
の
こ
と
で
、
下
部
躯
体

が
Ｒ
Ｃ
造
、
上
部
躯
体
が
Ｓ
造
の
も
の
）
で
、
ア
リ
ー
ナ
棟

と
管
理
棟
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
ア
リ
ー
ナ
棟
に
は
、

多
種
ス
ポ
ー
ツ
の
コ
ー
ト
が
配
さ
れ
た
約
九
〇
〇
㎡
の
運
動

場
が
広
が
り
ま
す
。
約
一
二
ｍ
を
有
す
る
有
効
天
井
高
と
、

低
層
部
分
は
木
目
、
高
層
部
分
は
白
を
基
調
と
し
た
壁
面
や

建
具
、
ま
た
、
調
光
可
能
な
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
に
よ
っ
て
、
明
る

く
か
つ
機
能
面
も
重
視
し
た
開
放
的
な
空
間
に
な
り
ま
し

た
。
床
は
屋
内
ス
ポ
ー
ツ
用
長
尺
弾
性
塩
ビ
シ
ー
ト
（「
タ

ラ
フ
レ
ッ
ク
ス
」）
で
仕
上
げ
、
競
技
性
・
耐
久
性
・
安
全

性
を
兼
ね
備
え
て
い
ま
す
。
情
報
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
設
備

や
音
響
機
器
も
整
い
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
を
効
果
的
に
用
い
た
教

新
し
い
第
一
体
育
館
に
関
す
る
ご
紹
介

令
和
三
年
度
体
育
館
新
設
委
員
会
委
員
長　

小 

林 

比
出
代

①．「信州大学教育学部　第一体育館」銘板
②．【竣工（外部）】第一体育館　全景
③．【着工前（西校舎屋上より撮影）】敷地
④．【施工中（西校舎屋上より撮影）】屋根鉄骨建て方
⑤．【竣工（内部）】アリーナ
⑥．【竣工（内部）】トレーニングルーム

②

①

③

⑤

④

⑥
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カ
ー
ド
に
は
「
相
手
の
こ
と
を
思
っ
て
話
す
」「
話
題
を
変

え
て
話
す
」
な
ど
書
い
て
あ
り
、
生
徒
各
自
の
身
に
引
き
寄

せ
て
考
え
ら
れ
て
い
た
と
思
い
ま
す
。

　

授
業
を
す
る
に
あ
た
っ
て
、
先
生
方
か
ら
様
々
な
ア
ド
バ

イ
ス
を
い
た
だ
き
、
授
業
の
工
夫
は
先
生
方
に
も
協
力
し
て

も
ら
い
ま
し
た
。
他
の
先
生
方
が
い
つ
も
ど
う
授
業
を
考
え

て
い
る
の
か
、
生
徒
を
見
て
い
る
の
か
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。

授
業
を
通
し
て
、
も
っ
と
こ
う
す
れ
ば
良
か
っ
た
と
思
う
事

も
あ
り
ま
し
た
が
、
こ
の
経
験
を
活
か
し
て
生
徒
が
自
分
事

と
し
て
考
え
ら
れ
る
道
徳
の
授
業
を
実
践
し
た
い
で
す
。

※ 

こ
の
実
践
者
は
、
令
和
3
年
度
末
の
異
動
に
よ
り
、
令
和
4
年
度

は
長
野
市
立
東
部
中
学
校
に
在
職

 

だ
ろ
う
か
」
と
い
う
こ
と
を
考
え
ま
し
た
。

　

授
業
で
は
、
生
徒
の
実
態
を
考
え
、
考
え
て
ほ
し
い
こ
と

に
集
中
で
き
る
よ
う
に
三
つ
の
工
夫
を
し
ま
し
た
。

　

一
つ
め
は
、主
人
公
の
可
奈
子
の
よ
う
に
、生
徒
の
好
き
な

も
の
に
対
し
て
悪
口
を
言
う
場
を
設
定
し
ま
し
た
。
物
語
で

は
、
可
奈
子
が
自
分
の
好
き
な
サ
ッ
カ
ー
選
手
を
「
ス
タ
ー

気
取
り
」「
ず
る
い
や
つ
」
な
ど
悪
口
を
書
か
れ
て
言
い
争
い

に
な
り
ま
す
。
授
業
で
は
、
生
徒
の
好
き
な
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

を
「
2
番
手
の
弱
い
や
つ
」
や
「
か
っ
こ
わ
る
い
」
と
悪
口
を

言
っ
て
本
文
中
の
可
奈
子
の
気
持
ち
に
近
づ
け
る
よ
う
に
し

ま
し
た
。
好
き
な
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
悪
口
を
言
わ
れ
た
生
徒

は
、「
そ
う
い
う
所
も
含
め
て
好
き
な
ん
だ
」
と
言
っ
て
い
ま

し
た
。
こ
の
や
り
と
り
を
聞
い
て
い
た
生
徒
の
中
に
は
、「
ひ

ど
い
」
や
「
む
か
つ
く
」
な
ど
反
応
す
る
生
徒
も
い
ま
し
た
。

　

二
つ
め
は
、
掲
示
板
の
画
面
風
の
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
を
作

成
し
ま
し
た
。
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
を
見
せ
る
こ
と
で
掲
示
板

の
画
面
を
生
徒
が
イ
メ
ー
ジ
で
き
る
よ
う
に
物
語
の
途
中
、

掲
示
板
で
の
や
り
と
り
の
場
面
で
使
い
ま
し
た
。
実
際
に
掲

示
板
を
見
た
こ
と
が
あ
る
生
徒
が
少
な
か
っ
た
の
で
、
作
成

し
て
良
か
っ
た
な
と
思
い
ま
し
た
。
音
読
中
に
画
面
を
切
り

替
え
た
の
で
、
切
り
換
え
の
タ
イ
ミ
ン
グ
は
注
意
し
て
や
り

ま
し
た
。

　

三
つ
め
は
、
付
箋
で
多
く
の
意
見
を
共
有
で
き
る
よ
う
に

し
ま
し
た
。
自
分
の
意
見
を
付
箋
に
記
入
し
て
班
ご
と
に
Ａ

3
の
紙
に
貼
り
、
他
の
班
の
紙

も
共
有
し
て
見
る
よ
う
に
し
ま

し
た
。
生
徒
の
中
に
は
、
日
常

の
場
面
や
掲
示
板
で
の
書
き
込

み
の
場
面
、
友
達
と
の
関
係
の

事
、
初
対
面
の
人
の
事
を
書
い

て
い
る
な
ど
様
々
で
、
そ
の
中

で
貼
ら
れ
た
付
箋
の
中
か
ら
自

分
の
答
え
を
見
つ
け
る
姿
が
み

ら
れ
ま
し
た
。
生
徒
の
学
習

　

平
成
15
年
度
よ
り
実
施
し
て
い
ま
す
同
窓
会
研
究
補
助
事

業
は
、
令
和
元
年
度
よ
り
、
名
称
を
教
育
実
践
補
助
事
業
に

改
め
、
継
続
し
て
実
施
し
て
お
り
ま
す
。
そ
の
概
要
に
つ
い

て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

本
事
業
の
趣
旨
は
、
①
日
々
の
教
育
研
究
、
教
育
実
践
を

大
切
に
し
、
自
ら
の
授
業
改
善
に
努
め
る
こ
と
、
②
専
門
職

と
し
て
の
教
師
自
ら
の
教
育
研
究
・
教
育
実
践
を
磨
く
こ

と
、
③
教
育
の
振
興
・
改
善
に
つ
い
て
の
情
報
を
共
有
し
合

う
こ
と
、
に
置
か
れ
て
い
ま
す
。
対
象
者
は
教
育
学
部
同
窓

会
員
（
同
窓
会
費
納
入
者
）
で
、
応
募
者
に
は
、
一
律
1
万

円
を
補
助
し
て
い
ま
す
。

　

応
募
希
望
者
は
、
所
定
の
様
式
「
教
育
実
践
補
助
願
及
び

教
育
実
践
概
要
」に
し
た
が
っ
て
、同
窓
会
事
務
局（
〒
３
８
０

-

８
５
４
４
長
野
市
西
長
野
６-

ロ
）
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。
で
き
る
だ
け
当
該
年
度
の
11
月
末
日
ま
で
に
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。
応
募
規
定
の
詳
細
、
応
募
様
式
等
の
内
容

は
、
同
窓
会
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
な
お
、
当

該
年
度
の
教
育
実
践
補
助
は
お
お
む
ね
10
名
と
し
て
お
り
ま

す
。
受
付
可
能
か
ど
う
か
を
確
認
し
ま
す
の
で
、
お
申
し
込

み
の
際
に
は
必
ず
事
務
局
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

道
徳
の
授
業
で
は
、
生
徒
が
自
分
の
身
に
引
き
寄
せ
て
考

え
る
と
い
う
こ
と
を
意
識
し
ま
し
た
。
主
人
公
の
可
奈
子
が

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
掲
示
板
で
の
誹
謗
中
傷
を
き
っ
か
け
に

口
論
に
な
り
ト
ラ
ブ
ル
に
な
る
話
を
通
し
て
「
い
や
な
こ
と

を
言
う
人
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
ど
う
し
た
ら
い
い

道
徳
の
授
業
に
つ
い
て

長
野
市
立
川
中
島
中
学
校　

吉 

沢 

純
太
郎

令和3年度教育実践補助交付者
氏　名 勤務校・在籍校等 研　究　課　題

1 西村　景子 安曇野市在住 教師とは～子どもの可能性を信じて～

2 土屋　次男 長野市立三陽中学校 地域の人・モノ・ことに学ぶキャリア教
育の実践

3 伊藤　溶章 信濃町立信濃小中学校
多様な価値観をもとに議論し、認め合い、
新たな価値を創造する生徒の喜び～社会
科の授業と道徳の授業の連携を通して～

4 友野　修一 佐久市立望月小学校 『学ぶことが大好き』な子どもを育てる
ために

5 吉沢純太郎 長野市立川中島中学校 道徳の授業について

6 山口　昇一 松本市立安曇小中学校 SWOT 分析による学校の強みと弱みの
共有のあり方と学校現状の把握と分析

7 有賀　泰司 伊那市立春富中学校 コロナ禍に地域とつながる工夫が学び
～職員と子ども達～

8 宮坂　　均 岡谷市立神明小学校 子どもが主人公の学習　主体的・協働
的・創造的に学ぶ子ども

9 依田　隆生 中野市立日野小学校 子どもが主体の学び合いの授業改善を目
指して

教
育
実
践
補
助
事
業
の
ご
案
内

業
事
助
補
践
実
育
教

業
事
助
補
践
実
育
教

業
事
助
補
践
実
育
教
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教
育
学
部
の
就
職
支
援
活
動
に
対
し
ま
し
て
、
教
育
学
部

同
窓
会
の
皆
様
に
は
日
頃
よ
り
多
大
な
ご
支
援
を
賜
り
、
心

よ
り
感
謝
致
し
ま
す
。
令
和
3
年
度
教
育
学
部
卒
業
生
及
び

大
学
院
教
育
学
研
究
科
修
了
生
の
進
路
状
況
が
下
表
の
と
お

り
に
ま
と
ま
り
ま
し
た
の
で
、
ご
報
告
致
し
ま
す
。

　

学
部
卒
業
生
に
つ
い
て
は
、
進
学
者
を
除
く
就
職
率
は
９

５
・
２
８
％
、
教
員
就
職
率
は
６
４
・
６
２
％
で
、
前
年
度

（
令
和
2
年
度
）
と
比
較
す
る
と
就
職
率
は
２
・
３
３
ポ
イ

ン
ト
増
、
教
員
就
職
率
は
０
・
５
８
ポ
イ
ン
ト
減
と
な
り
ま

し
た
。
令
和
3
年
度
の
就
職
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
大
き
な
影
響
は
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
な

お
、
教
員
と
な
っ
た
１
３
７
名
の
う
ち
、
正
規
採
用
者
は
84

名
で
、
臨
時
採
用
者
は
53
名
で
す
。

　

令
和
5
年
度
長
野
県
公
立
学
校
教
員
採
用
試
験
の
一
次
選

考
は
、
令
和
4
年
7
月
2
日
（
土
）・
3
日
（
日
）
に
実
施

さ
れ
ま
す
。
採
用
数
は
小
学
校
教
諭
２
２
５
名
程
度
、
中
学

校
教
諭
１
３
５
名
程
度
、
養
護
教
諭
20
名
程
度
、
特
別
支
援

学
校
55
名
程
度
、
高
等
学
校
90
名
程
度
で
、
前
年
度
と
ほ
ぼ

同
じ
で
す
。

　

就
職
部
会
で
は
、
教
員
採
用
試
験
に
向
け
て
、
模
擬
集
団

面
接
の
実
施
、
模
擬
個
人
面
接
の
実
施
等
を
計
画
し
て
お
り

ま
す
。
信
濃
教
育
会
か
ら
は
、
講
師
向
け
講
座
を
教
育
学
部

生
に
開
放
し
て
頂
く
等
ご
協
力
を
頂
い
て
お
り
ま
す
。
学
部

で
は
、
Ｄ
Ｘ
委
員
会
の
協
力
の
も
と
教
員
採
用
対
策
グ
ー
グ

ル
ク
ラ
ス
ル
ー
ム
の
開
設
の
取
り
組
み
も
始
め
て
お
り
ま

す
。

　

今
後
と
も
皆
様
か
ら
の
忌
憚
の
な
い
ご
意
見
・
ご
要
望
を

お
寄
せ
い
た
だ
き
ま
す
と
と
も
に
、
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
を
賜

り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

就
職
部
長　

徳 

井　

厚 

子

卒
業
・
修
了
生
の

令和3年度　卒業生　就職状況

一
般

心
理

3 1 (1) 4 (1) 2 1 (1) 1 4 (1) 8 (2) 9 1 10 3 3 2 1 9 27

2 (1) 2 (1) 1 (1) 1 (1) 3 (2) 2 1 3 1 1 1 8

5 (2) 3 (1) 8 (3) 1 (1) 3 (2) 4 (3) 12 (6) 1 1 2 1 1 2 1 17

3 1 (1) 3 (1) 7 (2) 7 (2) 4 6 10 2 2 19

6 (2) 6 (3) 12 (5) 3 (1) 1 1 5 (1) 17 (6) 1 2 1 4 1 1 22

4 (2) 5 (3) 1 (1) 10 (6) 4 (3) 2 (2) 6 (5) 16 (11) 2 4 1 7 1 1 2 26

5 7 (4) 12 (4) 2 (1) 3 3 (2) 8 (3) 20 (7) 1 2 3 1 24

3 (1) 3 1 7 (1) 1 1 8 (1) 1 2 1 4 1 1 2 14

2 (1) 1 (1) 3 (2) 2 (2) 1 3 (2) 6 (4) 1 1 2 1 1 2 11

2 2 (1) 1 (1) 1 (1) 6 (3) 6 (3) 3 2 5 2 1 3 1 15

1 2 (1) 3 (1) 3 (1) 3 (1) 1 (1) 7 (3) 10 (4) 2 2 1 1 1 14

4 (1) 1 1 6 (1) 3 3 9 (1) 5 5 1 1 2 16

1 (1) 7 (1) 8 (2) 3 4 (2) 7 (2) 15 (4) 1 2 3 2 1 3 21

3 1 4 9 1 10 1 15

40 (10) 32 (16) 5 (2) 9 (3) 2 (1) 88 (32) 21 (10) 18 (6) 5 (2) 5 (3) 49 (21) 137 (53) 15 41 1 7 64 9 14 12 1 2 38 1 1 8 249

1 1 1

40 (10) 32 (16) 5 (2) 9 (3) 2 (1) 88 (32) 21 (10) 18 (6) 5 (2) 5 (3) 49 (21) 137 (53) 15 42 1 7 65 9 14 12 1 2 38 1 1 8 250

1 1 1 1

7 4 1 (1) 1 (1) 13 (2) 1 1 14 (2) 1 1 16 31

1 4 1 2 1 1 10 10

7 4 1 (1) 1 (1) 13 (2) 1 1 2 15 (2) 1 4 2 2 1 1 11 16 42

47 (10) 36 (16) 5 (2) 10 (4) 3 (2) 101 (34) 22 (10) 19 (6) 5 (2) 5 (3) 51 (21) 152 (55) 16 4 44 2 2 8 76 9 14 12 1 2 38 16 1 1 8 292

臨

採

待

ち

未

定

合

計

備

考

県内 県外

計

教　　　員　　　外 大学院 研

究

聴

講

履

修

生

家

事

中

学

校

高

等

学

校

特

別

支

援

学

校

幼

稚

園

他

大

学

図画工作・美術教育コース

保健体育コース

令和３年度　卒業生　就職状況

　　　　　　　　就職・進学別

　学部
　大学院別

就　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　職　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　者

学
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
部

小

計

公務員 総
合
理
工
学
研
究
科

総

合

人

文

社

会

学

研

究

科

会

社

員

病

院

福

祉

施

設

そ

の

他

理科教育コース

音楽教育コース

進　　　学　　　者 現

職

教

員

専

門

学

校

小

計

小

学

校

小

計

小

学

校

中

学

校

高

等

学

校

特

別

支

援

学

校

幼

稚

園

小

計

教

育

学

研

究

科

ものづくり・技術教育コース

家庭科教育コース

特別支援教育コース

心理支援教育コース

教育カウンセリング課程

教員養成課程計

学
校
教
育
教
員
養
成
課
程

現代教育コース

野外教育コース

国語教育コース

英語教育コース

社会科教育コース

数学教育コース

学　部　計

教
育
学
研
究
科

修士課程

専門職学位課程計

総合人文社会科学研究科

研究科　計

長野（教育）キャンパス
合計

(注)　(　)は臨採で内数、○は外国人留学生で内数 就 職 率 (学 部) (進学者を除く) 95.28 ％ 92.95 ％

　　　９月卒業含む 教員就職率 (学 部) (進学者を除く) 64.62 ％ 令和２年度 65.20 ％

教員就職率　(学　部) (卒業生に対する) 54.80 ％ 58.04 ％
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○
同
窓
会
事
務
局
の
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
変
更
に
つ
い
て

　

大
学
の
新
し
い
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
よ
り
、
事
務
局
の
メ
ー
ル
ア

ド
レ
ス
を
変
更
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
旧
ア
ド
レ
ス
は
本
年

12
月
以
降
使
用
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。
新
し
い
メ
ー
ル
ア
ド
レ

ス
は
次
の
通
り
で
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

k62dousou@
gm

ail.com

○
同
窓
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い

　

お
知
ら
せ
や
同
窓
会
報
の
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
等
を
閲
覧
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
信
州
大
学
教
育
学
部
同
窓
会
で
検
索
、
ま
た
は

U
RL

を
ご
指
定
く
だ
さ
い
。

○
教
育
実
践
補
助
申
請
受
付
中

　

教
育
実
践
補
助
申
請
を
4
月
よ
り
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
詳
細

は
同
窓
会
ホ
ー
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
本
号
の
6

ペ
ー
ジ
「
教
育
実
践
補
助
事
業
」
も
参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。
昨

年
度
の
助
成
受
付
の
実
践
テ
ー
マ
な
ど
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

○
会
費
の
二
重
払
い
に
つ
い
て

　

同
窓
会
費
の
二
重
払
い
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
同
窓
会
費
は
終

身
会
費
で
す
。
未
納
者
に
は
、
納
入
の
お
願
い
を
い
た
し
ま
す
。

二
重
払
い
の
場
合
に
は
お
返
し
し
ま
す
が
、
振
込
手
数
料
等
が
か

か
り
、
全
額
返
金
は
で
き
ま
せ
ん
。

○�「
支
部
、学
科
・
コ
ー
ス
等
の
同
窓
会

活
動
支
援
事
業
」に
つ
い
て

　

同
窓
会
活
動
を
一
層
魅
力
あ
る
も
の

に
し
て
い
く
た
め
の
一
つ
と
し
て
「
支

部
、
学
科
・
コ
ー
ス
等
の
同
窓
会
活
動

支
援
事
業
」
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
地
区
ご
と
や
、
卒
業
学

科
・
コ
ー
ス
等
の
同
窓
会
活
動
を
支
援

す
る
こ
と
で
、
同
窓
会
活
動
へ
の
関
心

を
高
め
、
会
員
相
互
の
連
帯
を
一
層
高

め
る
こ
と
を
目
的
と
し
、
そ
の
活
動
に

対
し
て
、
若
干
の
補
助
を
す
る
と
い
う

も
の
で
す
。

　

詳
し
く
は
、
同
窓
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

「
お
知
ら
せ
」
の
中
の
令
和
元
年
9
月

27
日
の
記
事
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
申
請

書
、
報
告
書
の
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も
で
き

ま
す
の
で
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

成
功
。
２
０
１
２
年
に
は
ネ
パ
ー
ル
の
キ
ャ
シ
ャ
ー
ル
峰

（
６
７
７
０
ｍ
）
南
ピ
ラ
ー
初
登
攀
し
、
そ
の
功
績
に
よ

り
２
０
１
３
年
に
、
登
山
界
の
ア
カ
デ
ミ
ー
賞
と
い
わ
れ

る
第
21
回
ピ
オ
レ
ド
ー
ル
賞
、
第
8
回
ピ
オ
レ
ド
ー
ル
ア

ジ
ア
賞
を
受
賞
。
２
０
１
５
年
か
ら
は
若
手
登
山
家
養
成

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
ヒ
マ
ラ
ヤ
キ
ャ
ン
プ
」
を
開
始
し
、
次

世
代
の
登
山
者
た
ち
と
ヒ
マ
ラ
ヤ
登
山
を
行
う
。
現
在
は

山
梨
県
北
杜
市
に
在
住
。
同
市
の
ふ
る
さ
と
親
善
大
使
も

務
め
る
。
公
益
社
団
法
人
日
本
山
岳
ガ
イ
ド
協
会
認
定
山

岳
ガ
イ
ド
ス
テ
ー
ジ
Ⅱ
。
２
０
１
７
年
よ
り
甲
斐
駒
ヶ
岳

七
丈
小
屋
の
運
営
を
開
始
し
、
山
小
屋
の
主
人
と
し
て
も

活
動
中
。
登
山
の
発
展
や
継
承
に
つ
な
が
る
幅
広
い
活
動

に
邁
進
し
て
い
る
。

※ 

第
21
回
ピ
オ
レ
ド
ー
ル
賞
受
賞
の
功
績
に
対
し
、
２
０
１

４
年
4
月
、
信
州
大
学
同
窓
会
連
合
会
よ
り
表
彰
さ
れ
ま

し
た
。
そ
し
て
同
年
、「
第
21
回
ピ
オ
レ
ド
ー
ル
に
参
加

し
て
」
と
題
し
て
ご
寄
稿
い
た
だ
き
、
教
育
学
部
同
窓
会

報
第
28
号
に
掲
載
し
て
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
覧
く
だ
さ

い
。（
事
務
局
）

　

１
９
７
６
年
、
兵
庫
県
神
戸
市
生
ま
れ
。
幼
少
よ
り
六

甲
山
に
登
り
、
登
山
に
親
し
む
。
１
９
９
５
年
に
信
州
大

学
教
育
学
部
に
入
学
。
在
学
中
は
信
州
大
学
山
岳
会
に
所

属
。
１
９
９
６
年
の
二
十
歳
の
時
に
、
ネ
パ
ー
ル
・
ヒ
マ

ラ
ヤ
の
ラ
ト
ナ
チ
ュ
リ
峰
（
７
０
３
５
ｍ
）
を
初
登
頂
し

た
ほ
か
、
31
日
間
か
け
て
冬
の
南
ア
ル
プ
ス
を
踏
査
す
る

な
ど
、
国
内
外
で
幅
広
く
登
山
を
実
践
。
卒
業
後
も
足
繁

く
ヒ
マ
ラ
ヤ
を
は
じ
め
、
ネ
パ
ー
ル
、
イ
ン
ド
、
中
国
、

南
米
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、
ア
ラ
ス
カ
等
の
海
外
登
山
を
行

う
。
信
州
大
学
創
立
六
十
周
年
記
念
登
山
で
は
、
ネ
パ
ー

ル
の
ネ
ム
ジ
ュ
ン
峰
（
７
１
４
０
ｍ
）
西
壁
の
初
登
攀
に

【
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
】

信
州
大
学
教
育

学
部
同
窓
会

第
35
回
通
常
総
会（
通
知
）

　
登
山
家 

花 

谷
　
泰 

広
氏

（
平
成
13
年
教
育
学
部
卒
）

─
記
念
講
演
会
─

山
と
向
き
合
う
、

　
　
　

自
分
と
向
き
合
う

事

務

局

り

よ

通常総会3年ぶりに開催！
　第33回、34回と2年連続
で中止となっていた通常総
会ですが、本年度の第35回
は、下記の通り実施いたし
ます。
　感染予防対策を十分に
とって行います。
　多数のご参集をお待ちし
ています。
　なお、祝賀懇親会につき
ましては行いませんのでご
了承ください。

　　　　　 記
　　　　日　　時
令和4年8月11日（木・祝）
午前9時30分～

　　　　会　　場
「ホテル信濃路」
　（長野市中御所岡田町）

　　　　内　　容
○議事
　令和3年度事業報告・
　決算報告、令和4年度事
　業計画案・予算案の審議
　他
○記念講演会　10時45分～
　　　　　　　12時15分
　講師：花谷 泰広 氏

※ 参加される方は、会報と同封した葉書に
よりお知らせください。やむを得ず総会
中止の時は電話でお知らせしますので、
電話番号を明記してください。

電　話　026-238-4370
月・水・金　9：30～16：00
HP  http://www.shinshu-u.ac.jp/group/

education-almni/
Email　k62dousou@gmail.com

事
務
局
連
絡
先
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